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ＪＧＡＰの普及推進における課題

ⅲ導入効果の知見が乏しい

ⅱ制度を理解する場が少ない

ⅰ第３者認証ＧＡＰに対する負の意識

・手間とお金がかかる

・販売単価への反映が見えない

・公的機関が推進することに疑問の声が有る

・農協、生産者から反発を招くことが有る



求められる農業の「あり方」

消費者ニーズ 国内外の世論 経営者の義務

食品安全 環境保全 労働安全

「あり方」を担保する工程管理の根拠

○関係法令
（農薬取締法、肥料取締法、食品衛生法等）
○国際的な基準
（ｺｰﾃﾞｯｯｸｽ生鮮野菜果実・野菜衛生実施規範
等）
○科学的根拠
（ＩＰＭ手法、施肥低減手法等）

農業生産工程管理（ＧＡＰ）の共通基盤に関する
ガイドライン

根拠に基づく
リスク検討と
対策の樹立

根拠に基づく生産活動

リスク検討に
対応した生

産活動

上川農業改良普及センターが考える上川農業改良普及センターが考える
ＧＡＰ推進の目的と効果ＧＡＰ推進の目的と効果



実 施 記 録

持続的改善 点検・評価

第３者ＧＡＰの実践

・適合基準・適合率が明確
・第３者が適合の可否を審査

・実践の意義・価値が明確

農産物の
信頼確保

経費削減、
収量向上

リスク低減

農業経営の持続的改善農業経営の持続的改善



パターン 指導員の資質 ＧＡＰ導入により見込まれる
農場の変化ＧＡＰに関する

知識
農場管理、
栽培技術に関
する知識

Ａ × ○ ＧＡＰ導入農家への指導が
十分に実施されない

Ｂ ○ × ＧＡＰは導入されるが、農場
管理改善は自らの取組み次
第となる

Ｃ ○ ○ ＧＡＰの導入と農場管理改善
指導が一体となり効果的な
改善が見込まれる

指導員の資質と見込まれる農場変化



支援対象Ａ 地域Ｂ

導入担当者 導入担当者

所内GAP担当者

地域課題解決研修

事例
情報

啓発資料
指導資料

収集 作成

所内のＧＡＰの普及推進体制



ＧＡＰ普及推進の流れ

Ⅰ 啓 発

Ⅱ 導入支援

Ⅲ フォローアップ



Ⅰ 啓 発 （担い手）

農業後継者



農業高校 研究科

Ⅰ 啓 発 （担い手）



法人ネットワーク

啓 発 （法人）Ⅰ 啓 発 （法人）

法人ネットワーク



ＧＡＰ流通フォーラム

Ⅰ 啓 発 （関係機関、生産者）



導入資料

Ⅱ 導入支援



現地研修会

Ⅱ 導入支援



現地導入指導

Ⅱ 導入支援



Ⅱ 導入支援

自己点検・審査



Ⅲ フォローアップ

高度な技術に基づく計画の作成
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圃場毎の施肥管理を実施している農場の水稲収量



Ⅲ フォローアップ

高度な技術に基づく農場管理指導



士別市 水留農場ブログ 「明日も元気」より



上富良野町 興農社ブログ
「興農日々のつぶやき･･･」 より



ご静聴有り難うございました


